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委
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研
修
視
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者
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公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

未
収
金
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
９

月
定
例
会
以
来
、
た
び
た
び
議
会

が
指
摘
を
し
ま
し
た
が
、
当
初
行

政
か
ら
は
平
成

年
度
条
例
改
正

に
よ
り
債
権
は
保
全
さ
れ
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
行
政
側
で
慎
重
に
内
部
調
査

を
進
め
た
と
こ
ろ
、
未
収
金
の
う

ち
約
１
億
円
が
時
効
で
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
白
馬
村
議

会
と
し
て
は
、
た
い
へ
ん
重
大
な

問
題
と
認
識
し
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
再
発
防
止
の
た
め
、
原

因
を
調
査
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
「
白
馬
村
公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
問
題
調
査
特
別
委
員
会
」

は
議
員
全
員
が
委
員
と
な
り
、
平

成

年
７
月
２
日
か
ら
今
年
１
月

日
ま
で
の
間
に

回
開
催
し
、

今
ま
で
の
経
過
や
状
況
に
つ
い
て

行
政
か
ら
説
明
を
受
け
、
事
実
関

係
に
つ
い
て
確
認
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
委
員
か
ら
の
質
疑
に
対
し

て
は
行
政
の
答
弁
に
は
不
明
確
な

点
が
多
く
、
そ
の
都
度
再
調
査
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

日
ま
で
の
と
こ
ろ
お
お
む
ね
の
状

況
は
把
握
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
間
に
平
成

年
８
月
２
日
、

村
長
は
村
監
査
委
員
に
対
し
て
、

６
月

日
提
出
さ
れ
た
村
の
内
部

調
査
報
告
に
つ
い
て
検
証
す
る
よ

う
監
査
要
求
し
、

月

日
、
村

監
査
委
員
よ
り
そ
の
監
査
結
果
が
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報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
で

は
、
村
が
算
出
し
た
未
収
金
額
の

正
確
さ
に
つ
い
て
は
明
言
せ
ず
、

住
民
に
不
公
平
感
を 11 24
抱
か
せ
、
行

政
へ
の
不
信
を
招
い
た
と
し
て
、

理
事
者
や
職
員
ら
へ
の
損
害
賠
償

請
求
の
検
討
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
過
去
の
事
実
関
係
、
状
況

調
査
を
確
認
す
る
た
め
、
役
場
の
現

職
員
及
び
既
に
役
場
を
退
職
さ
れ

た
方
で
、
下
水
事
業
に
関
係
し
て
い

た
課
長
以
上
の
方
を
対
象
に
意
見

を
聞
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
事
実
関
係

を
調
査
し
、
原
因
を
究
明
し
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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研
修
視
察
の
目
的

太地町

①
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
い
る
和

歌
山
県
太
地
町
を
表
敬
訪
問
し
、

開
催
中
の
「
太
地
浦
　
く
じ
ら
祭

り
」
に
参
加
し
て
、
太
地
町
の
議
員

と
交
流
し
親
交
を
深
め
、
ま
た
議

会
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
す

る
。

②
三
重
県
多
気
町
に
あ
る
高
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
を
視
察

し
、
地
域
高
校
の
あ
り
方
、
教
育
の

原
点
、
経
済
効
果
、
心
理
的
効
果
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
研
修
す
る
。

●

議
会
議
員
　

名

　
研
修
視
察
場
所
　

●

和
歌
山
県
太
地
町
「
太
地
浦
　

く
じ
ら
祭
り
」

●

三
重
県
多
気
町
　
高
校
生
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
及
び
「
ふ
る

さ
と
村
」

　
研
修
視
察
日
程

●

平
成

年

月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
５
日
（
月
）

　
研
修
視
察
経
費
　
　

自
己
負
担
　

万
３
６
２
５
円

公
費
　
　
　

万
１
６
７
６
円

合
計
　
　
　

万
５
３
０
１
円

　
研
修
視
察
内
容
　

●

和
歌
山
県
太
地
町
「
太
地
浦

　
く
じ
ら
祭
り
」

　
昔
か
ら
捕
鯨
で
全
国
的
に
知
ら

れ
た
町
で
あ
り
、
日
本
の
古
式
捕

鯨
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
面
積
が

和
歌
山
県
で
一
番
小
さ
く
、
大
正

14
年
に
現
在
の
太
地
町
が
誕
生
し
、
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議
会
研
修
視
察
実
施
報
告
書

そ
の
後
、
合
併
は
し
て
い
な
い
。
人

口
は
約
３
２
０
０
人
。
昭
和

年

に
白
馬
村
と
姉
妹
都
市
提
携
し
て

い
る
。

　
毎
年

月
４
日
に
開
催
さ
れ
る

「
太
地
浦
　
く
じ
ら
祭
り
」
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
は
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
な

ど
が
設
置
さ
れ
、
住
民
や
観
光
者

な
ど
で
１
０
０
０
人
を
超
え
る
に

ぎ
わ
い
の
中
、
当
村
か
ら
も
「
そ
ば

打
ち
同
好
会
」
や
役
場
関
係
者
な

ど
が
毎
年
祭
典
に
協
力
し
て
い
る
。

　
議
員
定
数
は

人
（
女
性
は
い

な
い
）、
多
選
議
員
が
ほ
と
ん
ど
で

活
発
な
議
論
を
重
ね
活
動
を
し
て

い
る
。
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59
太地浦くじら祭り


